
異業種から参入も電力小売り完全自由化
　
２
０
１
６
年
を
め
ど
に
電
力
の
小
売
事
業
を
完
全
自
由
化
す
る
改
正
電
気
事
業
法

が
先
ご
ろ
成
立
し
、
３
段
階
に
ま
た
が
る
電
力
シ
ス
テ
ム
改
革
の
第
２
弾
を
実
行
に

移
す
た
め
の
環
境
が
整
っ
た
。
工
場
や
大
型
オ
フ
ィ
ス
ビ
ル
な
ど
の
大
口
需
要
家
向

け
に
続
い
て
一
般
家
庭
、
商
店
、
小
規
模
オ
フ
ィ
ス
ビ
ル
に
対
す
る
電
力
小
売
り
が

２
年
後
に
自
由
化
さ
れ
、
大
手
電
力

社
が
地
域
ご
と
に
独
占
し
て
き
た
市
場
へ
新

規
参
入
で
き
る
よ
う
に
な
る
。
料
金
や
サ
ー
ビ
ス
を
め
ぐ
る
競
争
が
激
し
く
な
り
、

利
用
者
に
と
っ
て
は
電
力
販
売
会
社
の
選
択
肢
が
広
が
り
そ
う
だ
。

エネルギー新時代

　
新
し
い
エ
ネ
ル
ギ
ー
基
本
計
画
で
利
用
拡
大
の
方
向
性
が
明
記
さ
れ
、
現
在
も
政
府
を
中
心
に
普
及
拡
大
策

が
検
討
さ
れ
て
い
る
コ
ー
ジ
ェ
ネ
レ
ー
シ
ョ
ン

熱
電
併
給

シ
ス
テ
ム
。
業
界
団
体
の
コ
ー
ジ
ェ
ネ
ー
シ
ョ

ン
・
エ
ネ
ル
ギ
ー
高
度
利
用
セ
ン
タ
ー
で
は
、
２
０
１
３
年
度
末

年
３
月
末

の
累
積
導
入
量
が
初
め
て

１
０
０
０
万

を
突
破
す
る
可
能
性
が
高
い
と
し
て
い
る
。
東
日
本
大
震
災
を
契
機
に
再
評
価
さ
れ
て
い
る

分
散
型
電
源
と
し
て
、

年
に
は
電
源
構
成
比
の

％
を
担
う
べ
く
、
都
市
ガ
ス
業
界
を
中
心
に
積
極
的
な
活

動
が
続
い
て
い
る
。

Ｂ
Ｃ
Ｐ
価
値
算
定
、
導
入
促
す
停
電
に
よ
る
被
害
を
回
避

料
金
・
サ
ー
ビ
ス
競
う
安
定
供
給
確
保
義
務
付
け

コージェネ普及
に電源の％担う

都庁舎向けの専用送電線を敷設した
新宿地冷センターの配管用トンネル

電力システム改革のスケジュール

（ ） 【広告特集】 ２０１４年 平成２６年 ６月２７日 金曜日 　　

　
日
本
ガ
ス
協
会
の
長
期
ビ

ジ
ョ
ン
で
は
、
現
在
４
６
０

万

の
ガ
ス
コ
ジ
ェ
ネ
の

発
電
出
力
を

年
に
３
０
０

０
万

に
引
き
上
げ
る
目

標
を
掲
げ
て
い
る
。
そ
し

て
、

年
の
電
源
構
成
比
の

％
を
担
う
と
想
定
し
て
い

る
。
ま
た
、
産
学
官
で
構
成

す
る
ア
ド
バ
ン
ス
ト
・
コ
ー

ジ
ェ
ネ
レ
ー
シ
ョ
ン
研
究
会

で
は
、
石
油
系
燃
料
も
含
む

年
の
コ
ー
ジ
ェ
ネ
導
入
規

模
を
現
在
の
約
１
０
０
０

か
ら
３
倍
以
上
の
約
３
１

４
０
万

ま
で
高
め
ら
れ

る
と
の
試
算
を
ま
と
め
て
い

る
。
発
電
電
力
量
も
約
１
５

４
０
億

時
と
、
く
し
く

も
日
本
ガ
ス
協
会
と
同
じ
く

電
力
需
要
の
約

％
を
担
え

る
と
し
た
。

　
同
研
究
会
で
は
さ
ら
に
、

コ
ー
ジ
ェ
ネ
に
よ
る
Ｂ
Ｃ
Ｐ

事
業
継
続
計
画

価
値
も

算
定
し
た
。
停
電
に
よ
る
被

害
を
回
避
で
き
る
こ
と
や
、

昨
今
の
よ
う
に
電
力
会
社
が

要
請
し
て
い
る
節
電
が
不
要

な
こ
と
、
コ
ジ
ェ
ネ
を
非
常

用
電
源
と
し
て
活
用
す
る
こ

と
に
よ
る
防
災
機
能
な
ど
の

便
益
を
Ｂ
Ｃ
Ｐ
価
値
と
し
て

定
量
化
し
た
。
前
提
は
延
べ

床
面
積

万
平
方

の
オ
フ

ィ
ス
ビ
ル
ま
た
は
ホ
テ
ル
に

出
力
８
０
０
０

の
コ
ー

ジ
ェ
ネ
を
導
入
し
た
場
合
、

そ
の
耐
用
年
数
で
あ
る

年

に
１
回
、
災
害
が
発
生
す
る

と
仮
定
し
た
。
そ
れ
に
よ
る

と
、
年
間
で
コ
ー
ジ
ェ
ネ
の

出
力
１

当
た
り
１
万
８

０
０
０
円
か
ら

万
円
と
い

う
結
果
に
な
っ
た
。

　
あ
く
ま
で
も
大
都
市
モ
デ

ル
の
試
算
で
あ
り
、
か
つ
便

益
が
投
資
主
体
に
還
元
さ
れ

る
も
の
で
は
な
い
と
い
う
事

情
も
あ
る
。
だ
が
、
そ
う
し

た
還
元
策
を
充
実
さ
せ
る
こ

と
や
、
Ｂ
Ｃ
Ｐ
と
災
害
対
応

価
値
を
明
確
化
す
る
ラ
ベ
リ

ン
グ
制
度
の
創
設
な
ど
に
よ

り
、

年
の
コ
ー
ジ
ェ
ネ
導

入
量
を
さ
ら
に
拡
大
で
き
る

と
提
言
し
て
い
る
。
例
え

ば
、
国
や
自
治
体
、
地
域
住

民
な
ど
公
的
セ
ク
タ
ー
が
主

な
受
け
手
と
な
る
便
益
に
つ

い
て
は
、
国
・
自
治
体
が
経

済
支
援
や
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ

を
付
与
す
る
こ
と
で
、
投
資

主
体
や
事
業
主
体
に
便
益
を

還
元
で
き
る
と
訴
え
る
。

　
実
際
、
東
京
都
で
は
こ
れ

に
近
い
よ
う
な
動
き
が
す
で

に
起
き
て
い
る
。
東
京
ガ
ス

の
エ
ネ
ル
ギ
ー
サ
ー
ビ
ス
子

会
社
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
ア
ド
バ

ン
ス

東
京
都
港
区

が
運

営
す
る
新
宿
地
域
冷
暖
房
セ

ン
タ
ー

同
新
宿
区

で
の

実
例
だ
。

　
大
手
が
独
占
し
て
き
た
電

力
小
売
事
業
に
関
す
る
参
入

規
制
は
、

年
に
大
規
模
な

工
場
な
ど
契
約
電
力
２
０
０

０

以
上
の
大
口
需
要
家

向
け
で
、

年
に
は
５
０
０

以
上
の
利
用
者
向
け
で

撤
廃
さ
れ
、

年
に
は

以
上
の
利
用
者
ま
で
自
由

化
の
対
象
が
広
が
っ
た
。

　
さ
ら
に
政
府
は
東
京
電
力

福
島
第
１
原
子
力
発
電
所
の

事
故
を
踏
ま
え
、

年
か
ら

５
年
間
に
ま
た
が
る
３
段
階

の
電
力
シ
ス
テ
ム
改
革
を
決

定
。

年
の
臨
時
国
会
で
成

立
し
た
改
革
第
１
弾
の
関
連

法
に
、
地
域
を
ま
た
ぐ
電
力

融
通
の
司
令
塔
と
な
り
、
電

力
の
供
給
不
足
を
防
ぐ
役
目

を
担
う
「
広
域
的
運
営
推
進

機
関
」
を

年
に
設
置
す
る

こ
と
を
盛
り
込
ん
だ
。

　
電
力
小
売
り
の
完
全
自
由

化
は
こ
れ
に
続
く
第
２
弾
と

な
る
。
今
回
は
こ
れ
ま
で
家

庭
向
け
小
売
り
の
独
占
を
認

め
る
前
提
と
し
て
、
大
手
電

力
各
社
に
課
し
て
き
た
営
業

区
域
に
お
け
る
供
給
義
務
を

撤
廃
し
、
新
規
参
入
組
や
他

地
域
の
大
手
電
力
会
社
と
の

競
争
条
件
を
整
え
る
。
新
た

に
自
由
化
さ
れ
る
家
庭
向
け

や
商
店
向
け
の
小
売
市
場
は

７
兆
５
０
０
０
億
円
、
契
約

件
数
で
８
４
２
０
万
件
に
上

る
。
こ
れ
を
め
ぐ
っ
て
新
規

参
入
組
と
の
競
争
や
、
大
手

電
力
会
社
同
士
の
営
業
区
域

を
ま
た
ぐ
競
争
が
始
ま
る
。

　
す
で
に
水
面
下
で
は
新
規

参
入
の
動
き
が
活
発
化
し
て

お
り
、
携
帯
電
話
・
通
信
大

手
の
ソ
フ
ト
バ
ン
ク
や
Ｋ
Ｄ

Ｄ
Ｉ
グ
ル
ー
プ
、
石
油
元
売

り
最
大
手
の
Ｊ
Ｘ
日
鉱
日
石

エ
ネ
ル
ギ
ー
な
ど
の
参
戦
が

有
力
視
さ
れ
て
い
る
。
自
動

車
メ
ー
カ
ー
や
電
機
メ
ー
カ

ー
が
小
売
り
事
業
者
と
し
て

登
録
し
、
発
電
事
業
者
か
ら

電
力
を
購
入
し
て
関
係
会
社

に
販
売
す
る
と
い
っ
た
ケ
ー

ス
も
想
定
さ
れ
て
い
る
。

　
ガ
ス
や
携
帯
電
話
な
ど
異

業
種
か
ら
の
参
入
で
、
本
業

部
門
の
商
品
・
サ
ー
ビ
ス
と

の
セ
ッ
ト
販
売
な
ど
新
し
い

メ
ニ
ュ
ー
が
登
場
す
る
と
予

想
さ
れ
、
消
費
者
に
と
っ
て

魅
力
的
な
料
金
プ
ラ
ン
が
増

え
そ
う
だ
。
た
だ
、
当
分
は

既
存
の
大
手
が
優
勢
を
保
つ

見
込
み
の
た
め
、
競
争
環
境

が
整
う
ま
で
は
大
手
に
対
す

る
料
金
規
制
を
残
す
。
電
気

が
届
か
な
い
地
域
が
で
き
な

い
よ
う
に
、
離
島
な
ど
に
対

す
る
供
給
の
最
終
責
任
も
持

た
せ
る
。
一
方
の
新
規
参
入

組
に
も
電
力
の
安
定
供
給
の

た
め
、
必
要
な
供
給
力
の
確

保
を
義
務
付
け
る
「
空
売
り

規
制
」
を
適
用
す
る
。

　
政
府
は
続
い
て
電
力
会
社

か
ら
送
配
電
部
門
を
切
り
離

し
、
独
立
し
た
別
会
社
に
す

る
「
発
送
電
分
離
」
の
た
め

の
法
案
を

年
の
通
常
国
会

に
提
出
し
、

年
か
ら

年

ま
で
を
め
ど
に
分
離
を
実
行

し
て
い
く
方
針
だ
。


